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序文

熊本県教育委員会では、平成１２年から九州新幹線新八代・西鹿児島間本線部建

設事業に伴う埋蔵文化財調査として、八代市内に所在する遺跡の発掘調査を実施

しました。

調査の結果、弥生時代から近世にかけての遺構を数多く確認することにより八

代平野の歴史が明らかになりました。

本報告では、新八代駅周辺で実施された３遺跡の概要についてまとめております。

本報告が広く県民の文化財に対する認識と理解を深めることになることを願い

ます。

なお、発掘調査を実施するにあたり、ご協力とご指導頂きました、鉄道建設・

運輸施設整備支援機構鉄道建設本部九州新幹線建設局、熊本県土木部新幹線都市

整備総室、同新幹線八代事務所、八代市教育委員会及び地元の関係者の皆様方に

深く感謝申し上げます。

平成１８年３月３１日

熊本県教育長柿塚純男
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ｌ本書は､九州新幹線新八代･西鹿児島間建設事業に伴って実施した埋蔵文化財発掘調査概要報告書である。

２本書は､熊本県八代市島田町､上日置町及び西片町に所在する島田遺跡､上日置女夫木遺跡､西片百田遺跡

が対象で鉄道建設･運輸施設整愉支援機柵鉄道建設本部九州新幹線建設局の委託を受けた熊本県教育委

員会が実施した埋蔵文化財発掘調査の概要報告書である。

３遺物の整理は､熊本県教育庁文化課文化財資料室で熊本県教育委員会が行った。

なお､遺物等の一切の資料は平成１８年３月３１日現在､文化財資料室にて一括保管している。

４発掘調査は､島田遺跡は平成１３年から平成１４年にかけて､上日悩女夫木遺跡は平成１３年から平成１４年に力、

けて､西片百田遺跡は平成１２年から平成１４年にかけて行った。

５現地調査での実測及び写真撮影は､熊本県教育委員会が行った。

６遺構製図は演崎清子が行い､校正及び編集は横山明代･西畑美希が行った。

７報告書に褐戦した遺物写真撮影は村田百合子が行った。

８本書の実務･編集は文化財資料室長野田拓治指導の下に坂口圭太郎が行った。
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第Ｉ章組織

第１節県文化課の組織（平成１７年度）

……職f護二:鮮聴柵，
第２節調査組織（平成１７年度）
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第Ⅱ章遺跡の概要

熊本県教育委員会

文化課促梶野英二

課長補佐吉田忠課長補佐倉岡博
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幸任裡IＩ小谷仁志

第１節地理的環境と歴史的環境

１．地理的環境

九州新幹線新八代駅周辺は八代平野の北西の沖積平野に存在し、西には八代海が広がり、東には九州

山地を望んでいる。八代平野は近世から現代に至る干拓により、全平野而積のほぼ80％が旧干潟から形

成されている。

干拓以前の本来の地形は、九州111地から流れ出る氷川をはじめとする、いくつかの河川の流れ込みに

より形成された沖積平野であった。従来の海岸線が現在の鹿児島本線とする研究史もあり、現在の地形

とは大きく異なっていた。

島田遺跡は、旧沖積平野の微高地に位世する。八代市史によると、この地に開田が及んだのは中世以

降で、その後、近世から現代に至る干拓により海岸線が移動し今の景観になったと考えられる。従来の

八代平野は、四方に水田が広がるⅢ園地帯であったが、近年の開発や、大型の商業施設が進出するにつ

れて、宅地化が進み急速な変貌を遂げている。

２．歴史的環境

新八代駅の周辺には、数多くの過跡が点在する。古くは弥生時代から、近世にかけて生活の拠点とし

て利用されている。八代平野は干拓により作り出きれた人工的な平野であり、従来は干潟であった。

本替では、新八代駅周辺の遺跡の中で九州新幹線述設工事に伴って新たに発見された遺跡について紹

介しておく。

西片百田遺跡は、弥生から古墳にかけての集落跡である。キリシタン寺院跡は小西行長の時代に造ら

れたキリシタン寺院で、従来の寺院を壊した後に建てられたと盗料に記されており、瓦が表採されている。

古麓城跡からは名和氏が八代地方を治めていた時期の五輪塔が出土している。西片稲村通跡からは刻書

土器が見つかっている。上日置女夫木遺跡は、西片百田遺跡よりやや新しい時期に営まれていた集落と

墓域を併せ持った遺跡である。西片園田遺跡からは、木器が多逓に出土している。島田遺跡は、弥生時

代前期の遺跡で、八代平野で確認された最も古い築落跡である。
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九州新幹線発掘調査遺跡配置図（S=1/25,000）

－２－



九州新幹線熊本県内発掘調査遺跡一覧表
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第Ⅱ意遺跡の概嬰

遺跡名 所在地 鯛査期間 時代 主な遺構･遺物

旦田遡跡 本腺 八代市島田町 2001凪佑～

2002/Ｗ2９

弥生前期

弥生笹塑

竪穴住哩跡富十節理､溝

弥生土器､石器等

トロ亘女夫木遺跡 駅舎 八代市上目哩女夫木町

字女夫木

20,パ1パー

2002ﾉ1鮎１

弥生前期

弥生後期

方形周溝墓､円形周溝墓､竪穴佳星跡

誌牛十塁皇士師理等

西片百田遺跡 瞬
錨

び 八代市西片目Ｔ

字百田

２０ｍＡ8/7～

２凹型剛ﾉ３

弥生笹期

古墳初頭

竪穴住居跡､溝､土漬

弥生中期(璽和官十鴫)､＋師畢

西片稲村遺跡 本線 八代市西片町

字稲村

2001脚ハ５～

2001ﾉＷ２８

弥生･古代

中世

露
諏
住屑跡､掘寸幹麓物､井戸

坐食士筋里

中片小路遺跡

1区・2区

本線

側逝

八代市中片町

字小路

八代市中片町

字小路

２０００ｊＭ～

2001ﾉ3忽１

2001パ

》

一

Ｍ
鋤

古頃｡中世

近世

中世･近世

近慨堀命幹瞳物､近世墓

旧河川等

掘立蛙建物､井戸､溝

3区ｏ４区 側近 八代市中片町

字小路

2002パ 塑 一

銅 ２

縄文･古墳

中世･近世

洞､流路､墓漬

土漬

宮地年神遺跡 本線 八代市宮地町

字年加美･諏八

2001パ1パー

２，２姪ﾉ3１

弥生～中世 土坑､掘寸幹鞄物､井戸

珠牛十船､須IE坐食士爵壁宅国璽墨､互質十里

宮地池尻遭跡 本線 八代市宮地町

》

2凹型１

》

毎 古墳～近代 竪穴住居跡､土坑罵掘方幹建物

罰唾鯉皇士師墨皇国墜里

宮地小畑遺跡 本線

側近

八代市宮地町

字小畑

八代市宮地町

字小畑

２，型2パー

2002ｊ６Ｊ３

200Gj4パー

２００８ﾉ10/3０

古墳～近代

古代～近世

堀立柱理物､溝､土墳､柱穴等､埋没河川､貝塚(中世）

罰、鰹土師塞亀皿皇室系青磁､同安環系青磁

録粕陶器､人骨､獣骨､貝等

堀寸幹徳物､溝､土墳､柱穴等､埋没河川

須恵器､土師器､剛泉蹴系青磁､緑軸陶器等

宮地観打寺週跡 本級

側逝

八代市宮地町

字観行寺

八代市宮地町

宇観行寺

2001ハ0ﾉ9～

列wW5′1４

》

へ》

古代～近世

古代･中世

竪穴住届跡､塩ウ鉾徳物皇士壇亀庭石遺構､溝等

須恵器､土師器､碗泉寵系青磁等

製鉄関係遺構(炭寵､溝)､敷石溝､土壌等

須恵器､土師器､鉄津､鯛造剥片

古重壇下遺跡 本録 八代市古麓町

宇砥崎

２，２'１脇～

２，２ﾉ4鯉０

古代･中世 溝､土墳､桐列

調廊里土師器､嗣泉蹴系青磁､景徳餓系染付､瓦質土器等

六鍾館寺遺跡 本綴及び

変、所

八代市古麓町

宇能寺

200Ｍ4128～

200Ｚ３ﾉ2０

古代～近世 竪穴住旦跡､課す幹瞳物､墓壌､桐列､石組井戸､貝塚

須恵器､土師器､価泉窮系青磁､景徳鎮系染付

銅建栗陶雅､朝鮮王朝系白磁､常滑系陶腿

古麓域跡 本線 八代市古翻町 ２，０剣

2001（

》
》
吟
》

１

中世 掘方幹唾物､石組井戸､木棺墓､五輪塔群､井戸跡

須恵器､土師器､瓦質土器､髄泉蹴系青磁



島Ⅲ遺跡

第２節調査の概要

1．島田遺跡

島田遺跡からは弥生時代前期の遺櫛として、竪穴住居跡13軒・瀧状遺櫛１条・土坑３蝶が、古墳時代の

遺構として、竪穴住居跡１１軒・掘立柱建物３棟・瀧状遺構１条・土坑８基が確遡された。

出土遺物は、土器・石器等があげられるが、特錐すべきものとして建築部材の『鼠返し』がある。これ

は、高床倉庫の柱の床直下に取り付けるもので鼠等による食害から倉庫内の穀物を守るために使われたも

のである。本遺跡では鋤等の木製農具も出土している。以下、調査区毎の概要説明を行う。

Ⅱ区

古墳時代の竪穴住居跡９軒と土坑２韮を検出した。住居跡は隅丸災方形または、やや歪な方形を呈する。

遺柵番号のS047,048,051～055,057,063は竪穴住居跡、Ｓ062,064は土坑である。

Ⅲ区

弥生時代の竪穴住居跡１粁、古墳時代の竪穴住居跡２軒と土坑７蕪・識状遺櫛１条・掘立柱建物３棟を

検出した。ｒ鼠返し』はこれらの建物において使用されていた可能性が高い。

遺櫛瀞号のS041,043,044は竪穴住居跡、Ｓ042,046,065,067,071,074は土坑、SO73は溝状迩椛、

SO68～070は掘立柱建物である。

Ⅳ区

弥生時代の竪穴住居跡９軒・土坑２韮を検出した。住居跡はやや歪な円形または小形の隅丸長方形を呈

する。遺柵番号のSOOl～003,010～015は竪穴住居跡、Ｓ020,021は土坑である。

Ｖ区

弥生時代の竪穴住居跡１軒・土坑２進を検出した。住居跡はやや歪な隅丸長方形を呈する。

遺構番号のSOO9は竪穴住居跡、Ｓ017,018は土坑である。

Ⅵ区

弥生時代の竪穴住居跡５聯・土坑ｌ坐・櫛状遮櫛１条を検出した。住居跡は他の調森区に比べやや大

型の円形または隅丸長方形を呈する。櫛状遺櫛の性格は不明であるが、住居群の東側でやや下がり気味

の場所に掘られていることから、雨水等の排水路であった可能性がある。

遺柳瀞号のSOO4～００８は竪穴住居跡、SOl6は土坑、SO23は瀧状遺柵、Ｓ024,025は土器棚である。

以下は、本遺跡における主な遺榊の概要である。

Ⅲ区SO71

m区の北側部において確認した土坑である。形態は、2.46ｍ×1.39ｍ×0.63ｍの楕円形を呈する。本遺

構からは、鼠返しが重なるように２点、さらにその下から鋤が１点出土している。そのほかにも多くの木

片や土器等が出土している。

Ⅳ区ＳＯＯｌ

Ⅳ区の北側部において確認した竪穴住居跡である。平面形態は、やや歪な円形で南北軸5.02ｍ，東西軸

4.90ｍ、深さ約１０cmである。主柱穴は６本で、中央には炉と考えられる浅い掘り込みを確認した。

Ⅳ区ＳＯＯ２

Ⅳ区の北側部、SOO1の南東側において確認した竪穴住居跡である。平面形態は、Sool同様やや歪な円

形を呈し、南北軸438ｍ、東西軸4.55ｍ、深さ約22ｍである。主柱穴は５本で、中央には炉と考えられる

浅い掘り込みを雛認した。

－４－
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上日置女夫木遺跡

２．上日置女夫木遺跡

本遺跡は、新八代駅舎建設に伴って発掘網査が実施きれた。本遺跡からは、弥生時代後期から古墳時代

前期にかけての竪穴住居跡20軒以上・周櫛塞６基・櫛状遺櫛１条・土坑多数を確浬している。

出土した過物は、土器、石器、鉄器等多通にある。

本遺跡において特筆しておきたいものが周溝墓である。

当初の調査では２基のみと考えられていたが、その後、新たに４基を確認し、全部で６基検出した。

周瀧の形から、５基は方形周瀧墓で残り１基が円形周溝墓と考えられる。形態と切り合いから、方形周

溝墓が円形周撫墓に先行すると考えられる。

周櫛墓の溝からは祭秘に使ったと考えられる土器が多量に見つかっており、当時の文化を知る上での重

要な資料である。

遺柳番号のSoo1,005,012,015.016,018,020,022,025～027,030～032,036,037,041,046,051,052,

056,061は竪穴住居跡である。Soloは溝状過構である。Ｓ013,014.050,055,057,058は周溝墓である。

S002,003は形態から土器溜と考えられる。

以下は、本逝跡における主な遺櫛の概要である。

SOO5・SO2７

調査区の中央付近で検出した竪穴住居跡である｡SOO5の形態は隅丸長方形で3.90ｍ×3.25ｍ×約0.40ｍを測

る｡主柱穴は2本で､中央には炉と考えられる浅い掘り込みを確認した。

SO27の形態はやや南側が歪に広がっているが､SOO5と同様の隅丸長方形で6.90ｍ×5.30ｍ×約0.35ｍを測る。

主柱穴は4本で､中央には炉と考えられる浅い掘り込みを確認した｡また､長軸上に3本の柱穴跡を確認したが､中央

の梁を支えるための柱穴跡と考えられる｡床面は両隅にべｯド状の商まりをもつ｡また､この遺構の東側に浅い掘り込み

が見られるが､貯蔵穴の可能性も考えられる。

SOl3

調査区中央､やや西側で検出した円形周瀧墓である｡形態は南北にやや長い楕円形を呈する｡長軸10.90ｍ×

短軸7.70ｍを測る。

２つの周溝蕊が切り合っている可能性もあるが､本報告では単一の円形周櫛墓と考えている｡周溝は広い箇所で

幅約１．００ｍ､狭い箇所で約0.30ｍ､深さは深い箇所で約0.50ｍ､浅い箇所で約0.25ｍを測る｡周溝は一部で切

れており､その箇所が陸橋部にあたると考えられる｡全体的に削平を受けているため､主体部は確認出来なかった。

ＳＯｌ４

調査区中央付近で検出した方形周溝墓である｡形態はほぼ正方形を呈する｡長軸９．１０ｍ×短軸8.30ｍを測る。

周櫛は広い箇所で幅約1.20ｍ､狭い箇所で約0.90ｍ,深さは深い箇所で約0.40ｍ､浅い箇所で約0.30ｍを測

る｡南西部をSOO2によって削平されている｡そのため陸橋部の特定は困難であるが､削平された範囲にあたる可能

性が高い｡周櫛内で確認したビｯﾄが伴うものかどうかは確認出来なかった｡全体的に削平を受けているため､主体

部は確認出来なかった。
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鋪Ⅱ軍過跡の概要

3．西片百田遺跡

遺跡は八代平野内にあたり沖柵平野上に位慨し、標澗は約３ｍ前後を測る。現在は水田が広がる平地で

あるが、昭和４０年代の剛場整鮒前までは九州山地から伸びる低丘陵が一部に伸びていた起伏ある土地で

あったようである。中世の遺物は表土中に含まれるため、おそらく圃場縦備時に削平され、当時の生活

面は残っていないと思われる。

表土剥ぎ後には、古墳時代初頭及び弥生時代後期の竪穴住居跡の検出面となり遺柵の検出から調査を

始めた。辿櫛は、遺跡の西側で弥生時代後期の集落跡が広がり、東側にかけて古噛時代の集落が広がっ

ている。

調査区は西側から現在の水田兼毎にｌ区から７区までを設定し、調在を実施した。２区、３区からは

砿弧文長頚壷土器（免田式土器）を含む弥生時代後期の土器が竪穴式住居跡から多く出土し、当時の人々

の生活の風景が覗えよう。また、竪穴式住居跡との空いた空ilUには浅く掘り窪めた土坑（用途は不明）

が多数検出されている。

竪穴住居跡内には、中央部に円形の炉が設置され、それを挟むように桃穴が２本検出されている。主

に生活道具として使われていた土器は、その多くが仙居内の壁近くや炉の周辺から塾や壷、鉢、高杯な

どが出土している。

遺跡の東側には、４区を境に古墳時代の遺構が多数検出され始める。主な遺構としては、浅い満状遺

榊からなる畑畦状遺柵や竪穴住居跡、土坑などがある◎

畑畦状通栂は基幹水路となる深い溝状の遺構を中心にそこから両側に派生する浅く幅の狭い櫛が等間

隔で広がる。浅い櫛状遺櫛埋土'１'には遺物はほとんど含まれないが、中央の櫛に含まれる土器等から古

噛時代初頭の時期が想定できる。

竪穴住居跡からは弥生時代からの土器の系譜を引き継ぐ、やや赤く厚ぼつたい土師器と呼ばれる土器

が多く出土している。

出土してくる土器には、八代地域だけではなく広く交易圏があったと思われる土器も多く見受けられる。

瀬戸内系の器形を呈する高杯や朝鮮系無文土器の翌等がある。

現在では干拓によって速くなった海岸線が当時は、内陸近くまであり天然の港が近くにあったのでは

ないかと思われる。

２区SIO２

２区において確認した竪穴住居跡である。平面形態は、やや盃な円形で南北軸5.42ｍ、東西軸5.05ｍ，

深さ約５cmである。主柱穴は２本で、中央には炉と考えられる浅い掘り込みを確認した。また、住居の

壁面近くに浅い掘り込みを確認したが、貯蔵穴と考えられる。

4区SIO５

４区において確認した竪穴住居跡である。平面形態は、やや歪な楕円形で南北軸6.30ｍ、東西軸5.10ｍ、

深さ約20cmである。主柱穴は２本で、中央には炉と考えられる浅い掘り込みを確認した。

－２３－
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